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【結果】58 例の患者が評価対象となり、そのうち 45 例がパゾパニブ導入時点
で肺・胸膜に転移を認めていた。観察期間中央値は 219 日（幅：23-659 日）で、
58 例中 6 名に 13 回の気胸エピソードが認められた。気胸による死亡は認めら
れなかったが、13 回中 10 回のエピソードでパゾパニブ投与は中断されており、
また胸腔ドレナージが必要なエピソードは 13 回中 9 回であった。気胸合併例
のパゾパニブ開始後の無増悪生存期間中央値、全生存期間中央値はそれぞれ



























ともに、その患者背景によるリスク因子についても考察した。58 例中 6 名
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